
第 ■ 回 O BrJ、 E作 業   (実行記録)

(     はダムヘ車を入れる人)

5月 11日 但D
*午前 6時半 工学部前集合  登山道補修A隊 (BH一新道|百二郎―旧道)

CL田部 伸― (18期) 上馬 1康生 (15期) 山上 下巌 (16動

島林 仁司 (10期 新道70缶付近まで。あと釣り。BH戻る。)

備 川 作業道具を積んでダムサイ トヘ。道具配布後、B隊に合九 5時まで

作業後、帰宅)      ―                   =

*午前 8時  工学部前集合     '
登山道補修B球 (BH―旧道-80m付近まで 5時にBHへ戻る)

CL清川 利弘 (18期) 坂尻 忠秀 (15期) 舟田 節子 (15期 )

田村 昭夫 (3期―個人装備搬入にダムとBH間を往ω

小屋作業本隊  (BH周鳳

CL長野 :隆義 (1鋤

lLJ:l 隆次 (16期)

*個別入山

程 典雅 (19期)栂 陸美

階段補修)

吉田 穂積 (13期) 吉本 良治 (13期 )

(21期)ダムからBHま で資材運搬後下山。

清水 nt■ (16期) 中野 淳一 (16期) 出島で本隊と合流.B隊に参加.

5月 12日 (日 )

*日帰り隊  金沢駅 8時発

CL鳥越 伸博 03期) 南 梅子 (13期 )

*個別入山  大島 良治 (13期) 10時 BH着

新道、旧道とも作業可能区間(後は残雪の下で不可)は 11日 で完了.12日 は、全員で

BH周辺を整備.階段補修、水場確認、小屋周辺伐開、整地、残材区分、焼却。|

ベンチ作り。作業道具の跡始丸 小屋の掃除。              ‐

10時半 早帰り組 (島林 山上 清水 中野)下山.田村―ダム事務所へ挨拶

2時  全員下山
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*お食事  :

11日 (‐Ll夕食

買い出し、食当CL舟田  (13人分)

岩魚の骨酒 (島林さんの釣った大粉

天墾羅 (た らの芽、こごみ一現地調達)う ど、経摩芋

カタクリ、ワサピも揚げて食べてみた

味増鍋 白菜ヽネギ、豚肉、味噌  その後煮込みうどん

他‐‐1花ツサビの書油漬け、ウドのきんびら

'1蛉

のワサビ書油、ホタルイカと,カ メの酢味噌和え

・イテクサいため (上馬さん推奨の なかなか食べられない山菜)

:  
おつまみ多数 お酒も多数

12日 (日 )朝食

‐ご飯  味噌汁 (ネギ ナメコ)

昼食 バン きゅうり

国多Ψ

九千し麟 梅干し 漬物 ふりかけ

ハム ウィンナ チーズ マヨネーズ 紅茶

*BH常設作業道具

両刃ノコ 2     アナ引ノコ   7      ナタ  5

金撻   2     カケヤ (中)  1      大撻  1

鍬 (ス テンレス)2  剣コップ    2     スコップ 2

ツルハシ 1     ペンチ    2

ステンレス針金 60m  釘 大 中 小

ポリバケツ 3    タッパーウェア (中 3)    砥石  2

草苅鎌  5     ローソク    20      トレベ

荷作リヒモ      赤布          スプレー錆止め

鍋    4     やかん  1

包丁   2     お玉   2    まな板 2

携帯コンロ 2    ガスボンペ     救急箱

背負子 (辰野)  トランシーバー (舟日)

チューンソー (田村)  カメラ (上馬 舟田一補助金報告書用)

差し入れ=一―ありがとうございました

3期 高島  誠様 金封   5期 稲葉 正己様 金封

1側 島林 仁司様 金封  1錮日 】輩予穏饉臓 罐ピール

15期 金井  澄様 ビ
=ル券 蕗期 清水 重椰様 罐ピール

翻 山ロ ー
ジョニ黒
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山 /J寸塾 濯 夢 易 の 績 議 韓

圏 闘 饉

昨年秋の「月見の宴」で久し振りにベルクハ

イムに行きました。その時の印象として感じた

ことは、今のワングルにはあまり必要りないも

のなのだろうか?という疑問と、寂しい気持ち

でした。

私達が現役の頃、丁度大学¨ 最中

で、大学はロックアウトさな コ時ノンポリだ

った私は時間を持て余し、よく仲間を誘っては

ベルクハイムに泊まりに来たものでした。そん

なこともあってなおさら、ベルクスイムヘの思

い入れがあるのかもしれません。

最近の現役はきっと忙しすぎるのでしょう。

だから、ベルクハイムに目を向けてくれないし、

もっとILの ことで目一杯なのだろうと思いま九

別にそれを責めるつもりはありませんし、それ

濤 の流れなのかなと思いま九

でも、ベルクハイムはなくしたくない。もっ

と言えばtよ り良くしたい。そして、ふと思い

出した時、恐 OB関係なく気持ち櫛 る

場所であって欲しいのです。そのためにもベル

クハイムをもっと整備し、食料とシュラフだけ

を持って行けばいつでも泊まれるようにしたい

と言うのが目的なので丸

また、もう一つ感じたのは「月見の宴」の時、

私達は「愁心の碑りを再築するという儀 をし

ました.確かに、準備や運摯落どきついものが

ありました。でも、自然の中での作業はとても

すがすがしいものがあり、楽しかったのです。

ただ予定された行事に乗っかって、欄 まっ

て帰るだけではなく、何かに参加するという満

足感なのかもしれません。

こんな事もあり、ふと思いついたのがヽ この

「OBで山小屋作業をやろう」と言うことでし

た。そのための前提としては、「決して力まず」.

だと思っています。

「― 渕 際 しく」 隧 患 かけ渕 橿

ットーに長続きできればと思います。

こんな単純な趣旨ですがにもしご賛同願にる

ならば、今後ご都合の良い時にいつでも参加し

て下さい。

この会の名前をいつまでも「山」ヽ屋リフレッ

シュ会」 mと してぉくゎけにもいかない

ので、言い出しっぺの私が

「
口疇rJ可蜃彗濯彗理馨」

副題は「お代はあなたの労働です」

という名前雄 したいのです沢 いかがでし

ょうヽ 別の提案があれば出して下さiヽ.

さて、これからの作業予定です沢 i以下のこ

と

―

かけて少しずつやれればと思い

ます。 (思いつくままに列挙してみました。)

1)川謗い らの登り道の整備

2)小屋周りのゴミの徹去

3)働 の曝

4)鳩 嚇 曝

5)脚 の搬

6)道暉帥酢面師所の搬

7)晦 の導

8)かまどの再築
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10)目根のベンキ塗り

11)傷んだ箇所の補修

12)そ の他

この中から今回は 1)、 2)を中′さに、とり

あえずやってみようと言うことになりました。

全部やれなくてもいいんです。とにかく気楽に

やりましょう。

この中でも特に3)、 4)は人事なのです力ヽ

簡単にはいかないと思います。今回は下見だけ

です力ヽ しっかり設計しないと実行には移せな

いでしょう。また、現役の助けもいると思いま

す。

以上 この会の趣旨と目的を、何の脈絡もな

く羅列してみました。

要は、「楽しくお酒が飲めれば」

それだけです。

編者注 ;上記は、第 1回OB小屋作業の現場

で配布されたものですがt oB会報もこのまま

で結構とのご了解を得ています。)

預
】
喀
乳鼈



参加メンバー A隊一―島林(10期 )、 上馬(15期 )、 山上(16期 )、 岡部(18期 ,

B隊――坂尻(15期 )、 舟田(15期 )、 清水(16期 )、 中野(16期 ,

椿川(18期 )

2日 目(5月 12日 )は小屋作業隊といっしょに小屋周辺の整備を行ったので

省略いたしますぅまた私 (岡部 )は A隊に参加 した為A隊の行動を中心
に報告 します。

A隊 (登山道偵察)

その日のうちに高二郎登頂、BH帰還 ということで、出発を早め (6:

30工学部集合)に した。 (現 役時代ならたい した日程ではなかったと思

うが、今では・・・・)ダ ムまでのアクセス道路の変貌ぶり、またタ
ムサィ トに新たに出来たコンクリー ト構造物のヘ リーポー ト (後 で上馬
さんより教えてもらった)に びづくりしながらBHに向かうしダムサイ

ト沿いの道は思ったより整備されていて (山菜採 りの人が多いせいか ?)
とても歩きやすく感 じた。途中高桑君 (19期 )の碑に一礼 し、先を急 ぐD

9:25頃、15年ぶりの我がBHに着 く。建て替えて20年 も経つと言うのに、
どしりと建っているBHに 、『久しぶ りに会いに来たよ゛』と声をかけ

る〕

これからが偵察隊の本番と再び気を引き締めて出発。新道登 り口より、
いよいよ開始。ここもダムサイ ト沿いの道 と同様よく整備されていて、

また、赤布等の目印も数多く付けられていて、作業の必要性はあまりな

い様に思われた、)足に自信のあるOB精鋭隊 も久 しぶりの 新道の急登

にはアゴが上がったが、イワウチワ、ショウジョウバカマなどの山花に

励まされ、登り続ける。 (10期 の島林さんはこの時点でBHへ戻 り小屋

作業隊と合流することとした.〕 )750m付近より残雪が次第に多くなり、

登山道偵察が出来ない状態となった。 (10日 から2週間ほど遅れている

と思われた。)成ケ峰分岐まではロボット雨量計が有るということで、

作業の重点地区からは外 してよいと思われたぅ

この分岐からクラヨシ尾根に入ってか ら道は一変 してブッシュ、ブッ
シュo途中枝払いをしながら登ることを試みたが、作業も中途半端で頂

上にも登 りたいので、 1時間程で切り上げた,昼寝岩付近の尾根の痩せ

方は物凄 く、登山道ごとヨシアゲ谷に滑 り落ちている所が数箇所あった,.

分岐へ着 くと一面の雪、登山道偵察をあきらめて、高二郎山頂を目指すぅ

やっとの思いで山頂に着きあらためて雪の多さにびっくり、我を忘れ

て、『ボー』としているうちに雨が降 りだ したので、帰路につくことに

したぅ分岐直後のガレ場の荒れ方は激 しく、ロープを張ってはあるが、

登り降りには苦労する所、補修作業には頭を痛めそうな所である.〕 1059
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ピーク、951ピ ークとも雪で覆われていて道は見えず、800m付近で修復隊

の跡を発見 した。以後作業の終わった歩きやすい道を下ることになるの

だが、足膝が思 うようにならず、転ぶこと度々、足腰の弱体化を痛切に

感 じるばかりであった。

倉谷川に下 りたところで補修隊と会い、久 しぶ りの再会を確かめつつ、

いっしょにBHへ向かった。

B隊 (登山道補修 )

小屋作業本隊といっしよ。こヽ :、 食糧、小屋作業の道具、それに今夜の宴

用のアルコールと老体には酷なボッカとなったが (?)、 無事昼前にB

Hに着 く。昼食をBHでとって、旧道登 り口へ向かう。手には鎌、ナタ、

ノコギリを持ち、慣れない仕事に戸惑いながら、それでもなんとか750～

800m付近まで進む。ここからは登山道が雪で覆われていて作業になら

ないので、今回はここまでとし、作業を終了した。 (休憩のビールがと

ても美味かった。)倉谷川の河原まで降りたところで、後から降りて来

た偵察隊と合流、いっしょにBHへ向かった。 (18期椿川の報告より)

∠■つ発 に ン Jヽ 厘謹f/F当自  (そ姿 LLI書首 有有催夢 )

登山道整備は継続性が必要です。平地のアスファル ト道の様に永続に使

えるものではなく、自然主体の山の一部を我々人間が山道として借 りてい

て、それを毎年々手入れするという考えで行わなければいけないと思いま

す。

ワンゲルの小屋作業の意義について

1.ボ ランティア 活動の一部として一――一般登山者の利用の便を図る

2.自分達の活動区域を明確にする。一―犀奥、白山は金大ワンゲルの主な

活動区域 (地域性 )

3.ワ ンゲルの活動をアピールし、その社会的存在価値を認めてもらう。

(少 しおおげさかも知れませんが。 ?)

最後に、現役部員、OBも 交えた小屋作業を毎年続けることが必要であ

ることをもう一度強調 しておきます。  (文 責 岡部伸― )

―%一



OB小 屋 作 業

1棚 n・E鮮

陳 さした。小屋番になる」の通信‐私は楽

しいジョークだと思っていた J…
望者に最後の連絡を発送し、引関れ と、日村

さんから             ・

「先に、家団を送ったので、預かっておいて

下さい。」

転 まさか、まさか。Ъコンテナが届く。

中ιよ チェーンソーに、発電瀬がわりのモータ

ーに、鵬 ??前日さらに

'ψ

慟職用のトラ

ンタ!!!この企画は田村家を破職したのでは

ないのだろうか?彼のいわくに奥様は

「 こんなうれしいことはない」

とにこやかに送り出して下さったのだそうであ

る。私はヽ フンゲル教祖様を、変人だの、奇入

だの一そんな恐れ多いことなど日にはできない。

だって、どの発信に対しても、即逮筆で返信を

下さる方だもの。そんな単純な瓢 いかに「

心」がなければできないことか‐Ъだから、?

?や !!がわきあがる度に、かえって常磁を厚

化粧のようにはりつけてしまった我が身の方を

反省させられてしまうの洩

ともあれ 11日の朝は来た。大先輩は小立野

キャンパスでゴロ寝されているはずだった水

結局はちょっと書った昔の下宿のおばさん (つ

まりは、おばあさん)と盛り上がってしまった

そうで、二日配い気昧でご難 なった

頂上への偵察も兼ねたA隊 (CL瑠鵬翻秩

1幌鴨林 1螂 1園仙D倒的 21網前

に出発している。三階建てのヘリポートのでき

たヨ :1ダムで、運ぶ荷物を並べてみると、作業

麒 に漱彗瑠騎魚 食滲卜‐にコンテナ、 トランク.

中 す大荷物になってしまい、OBの篤

志も現実の重詈には負けそ― !であった:=ち ょ

っとたじろいで、「そのあたりのポートは?」

と浮気を考え、実際SCLの1801‖ さん八

ダム管理諄務所に入っていった。と、所長は彼

のよく知っている方で、OKだったがヽ あいに

くとポートはみな出払っているとのこと。観念

して担ぐ―Ъ

今年は雪解けが遅い。これまで見たこの時期

の高二郎では一番に自かった。A隊朧 して

るか?それとも楽勝になってるものか?はるか

な稜鯨を目で追ってみる。道の方嚇 だから、

まだブッシュがでていない。柔らかな土の匂い、

優しく揺れるキクザキイチリンソウなどの可憐

な花た。そして湖面の向こうの山々は新緑をは

じめ様々 の色相あ蔽 0(菫ら上がらんば
lfbりだ。何も夏までしっと北アを持っている

ことなんかない。残雪と花の世界は、麓から始

まっていくのだ。         .
見償れた赤い吊橋の手前で一服。出島からの

ガレ場がどれだけ崩れているものかと思った力ヽ

昨秋と変わらず、ほぼ落ち着いたとみなせそう。

ここで16期清水さんと、中野さんは自いついて

くる。清水さんは今朝嵐閥闘懃り議訥 らヽ出て

きたそうだ。その出発時間脚ヽ県内穴水からの

坂尻さんんとたいして変わらなかったのにはび

っくり。卒業以来の中野さんがヽ 寡黙なのは昔

のままと思いけや、彼の方は 仔記によれめ

この時、皆の余りの変わりように声も出なかっ

たというのが本当の所だったらしい。

倅職局長の方は、この鵡 な任割殊 場

峨 |こ記鵬剛∪熊日腹正できるようになりまし

た。204∞年分などもメモリ増幅しておりま

すし、誰と詢 であるかなどのデーターも

豊富です。よって、参加にあたり誰も自分を知

一

"一
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らないのではないか ?申捌 してもらえないので

はないか?の懸念は不用です。)

倉谷部落に入った所で、引き返す栂さん夫婦

に逢う。午後から町会育成委員の行事があって

とボッカだけやってくれた。」ヽ屋にはA隊のザ

ックが入っていたそうで、あちらも予定どおり

イ刊助している本驀子。

小屋にザックをドウと降ろし、昼食
`サ

ブザ

ックにカメラ、ノコ、カマを入れて、Btt lCL

潮 II 坂尻 舟田 清水 中野)亀
道 思々い出してみた。現役時代、私はちゃあ

んと毎年小屋作業に出ていた。あの頃は「強制」

以前の「当たり前」のことで、「それは強制な

んですか?」 と訊ねさえもしなかった。ゃっぱ

り皆単純だったんだな。それに、毎度飯炊き女

だった。ヘルメットをかぶってクリを取りにイ子

き、その皮をむくだけで明け暮れていたょうな
―。本当の実働部隊なんて初めてで、それをし

かもOBになってからやるなんて、ほんとに何

ていうの力＼ アホ極まるといったあたり。皆も

そうみたいで、アホ同士が集まっている楽しさ

に朝から浸っている。

BHへ引き返す島林さんに逢った。新道の雪

が出てきたあたりで引き返し、イヮナを釣って

いたとのこと。見事な戦果を見せてもらった。

「BHには小屋の補修隊 CL辰野 吉田 吉本

iUlDがいますから」

と交差した力ヽ こうやって高二郎の麓で、柱来

してるのがヮングル関係者ばかりというの力ヽ

また楽しい。

1日道上り口に着き、作業開始。ススタケも私

の半端な力でとなると、カマより鋸の方カメ」り

易い。カメラというのは、1笹駒前、イ徒野麦の上ヒ

較写真を撮るため一だったのだ力ヽ 実働をしな

い監督ならともかく、作業に夢中になると忘れ

てしまう。早い話がほんの上り口で撮っただけ

で、後は遅れをとり、皆の健闘ぶりは撮れなか

った。OBで も修復作業に出ようっていうのは

パヮアルぞろいで一登りながら作業ってのは馬

力のごまかしようがない。しゃあない、より美

しく―に方針を変える。錠の斜め切りを「おお

危ない |」 と地表すれす才kま っすぐに切り直

したり、これから」可渤 申ヾびる分も言十算し、よ

り控えてもらうべく補正をしていった。

そのうち私は、先行部隊が「男」ばかりであ

ることを思いじる。彼等は椿を切っていないの

だ。「きれいだから」の寛溶渤 誅ヾ の禍根にな

ること力ヽ 彼等には分からないのか |「だから

男っちゅうのは一」バッサリ。「そういう半端

をやるから」バッサリ。「ヤブになるんよ」バ

ッサリ。そのうち、枝の3-4本を切るより、

根元からバッサリの方が効率がよいと気づく。

たわわに葉を茂らせた椿の根元は意外に細いの

だ。「こんな細い足して」バッサリ。r可か根拠

が怪しげになってきたみたい一バッサリ。

もう徹底的に遅れ、どうせ引き返してくるん

だからと、こだわりだけで作業を続ける。それ

でも白雪姫ならぬユキツノ`キちゃんを抹殺する

継母の大腕もそろそろ聰 樹相も変わってき

て残酷物語もおしまい。あ、ポツンときたかな

?と思ったら、皆が降りてきた。800mか ら上は

雪で仕事にならず、A隊を待っていた力ヽ もう

引き上引奪刻に近くなったからとのことで、そ

の雪で冷やしてあったビータレを出してもらった。

おいしい !そ う、現役だった頃は作業してすぐ

ビールなんてなかったよ。真面目一途だったも

の。

おなかもキューと痺れて、下山する。手がか

りにする枝もないと自賛しながら、高原に降り

つく。あたりにはおいしそうなコゴミが茂って

いて、坂尻さん力呼慣れた鎌で刈り取ってくれ

る。と、A隊が降りてきた。今回のためにわさ

わざ軽登山靴を買い直した岡部さん一というこ

とは、今もやってる自山 3時間半往復はズック

でやっていたんだ |や っぱり卒業以来の山上さ
一肝一



ん―威厳をつけるのに口髭はやしたんだ !そ し

て同期の上馬さん一それこそ同期で顔を会わせ

る機会は多いけれど、山で会える嬉しさは格】七

フッと話に花が咲 く。彼等も700mfNl近まで作業

しながら進み、そこからは雪になったので登山

に専念した力ヽ 頂上は2時になったそうだ。 ト

ランシーバーは間に合わなかったのだ力ヽ 雪の

上に足跡が残っておりB隊が引き返した地点0ま

すぐ分かったそうだ。きれいにメリリ開けてある

のにびっくりしたと言ってくれたので、私はう

んうんと満足していた。

小屋に帰りつく。階段が見事に補修されてい

て感激
=そ

してバケツの中の雪で冷やされてい

たビールがまたおいしかった。ここで椿ナ||さん

がお帰り。忙しいのに、SCLと いうことで、

日帰りでもフルに作業していってくれた。

明るいうちに少しでも一‐と夕會向の支度にかか

る。小屋まわりに伸びていたタラの芽も天魏羅

の材料に加わる。みんなあいかわらずよく働く

し、ッーカーで、パッと連携動作ができていく

のは本当に気持ちがいい。先のコゴミ、タラノ

芽、ウドノのトンポ 鯛 、サッマ芋を次々

にJU:|さ んが揚げていく。イヮナ釣りの次には

植物採集もやっていた島林さんは、上馬さんに

お伺いをたてては、揚げてみて試丸 イヮナが

焼き上がり、 3べん爛酒を回した後で身はつつ

くもんだ一とヵ＼ oBになってからの雑学がヮ

イフイ飛び交 う。ウドのキンピラ、花ヮサビの

警油漬け、ホタルイカとヮヵメの酢味噌和え、

1台のヮサビ醤油 と、持 ち込みの肴も、BHの床

狭じとばかりに広げられた。これまで知ってい

る人はなかなかいないと、上馬さんのイラクサ

炒めもさらにカロわる。

山ガ屯議酵場のいよいよ格 。ダムに残してき

た荷物を無事回収してきた田村さんの、倉谷ユ

ートピア計画に、島林さんの「いつかぁる日」
の詩に感激して下さった話―。あとは昔ながら
にグラ話で笑い転げて、定かに思い出せない―

何か―清水さんが「天皇家の 3人の子供。あれ

みんな美智子はんの生んだ子やと思いますか?」

とやってたような一。昔の猥談とは一味違う。

皆、結婚もし、人の子の親になり、そして社会
での矛盾にもいきぁたりながら一何か皆、穏や

かに優しくなった。思いがけず持てたこの時間

をグラスの中にころがしながら楽しんでいるよ

うな優しい雰囲気が漂ってぃて一%周年にしろ

OB会にしろ、この/Jヽ屋作業にしろ、どこかに

まだわだかまりの残っている私にとっても、あ

あよかったと素直に酔えた時間だった。とはぃ

え、朝からの重労働に徐々に沈没一。外は雨―。

一郷 一



12日 。さわやかな雨上がりの醸L千鰯を焼き、

ネギとナメコのみそ:■ 演物、梅干し。そう、

OB′」ヽ屋作業は、「真の贅沢を問う」がサブテ

ーマなのだ。さて、今日は 。早帰り組もいる

し、登山道の方は雪が出てくる所まではやって

しまったし。16期組は小屋までの道の仕上げに

かかり、他は小屋周りの整備と水場の下見にか

かる。クマ笹を刈り開けると、やはり昔のテン

場の跡が出てきた。あと二段、テン場にしてあ

ったはず。持ち帰る予定だったホースもかなり

重い。燃やしてみたらちゃんと燃えた。焼き場

は穂積さんの担当。余熱で乾かしながら、次々

酬 その間に吉本さん |ま :残雪を確保にい

かれて、山」ヽ屋酒場は冷え冷えビールでメイン

テーマをまっとうする。

コーヒーブレイクの後、早帰り組島林さな

清水さん、中野さん、山上さんと、ダム事務所

に町着を預ける国村さんが出立。替わりに大島

さんカサl着。辰野さん、大島さんの水周リエキ

スパート組が水場を偵察。ついでに配管ルー ト

をざっと刈り開ける。この時の岡部さんの猛然

パヮーは、さすが自由3時間半往復を納得させ

るものだった。私力ψ」の如く
'お

お危ない」と

スス竹の切り直しに専念していると、「 このル

ートはちがう」の声。エーッ 1仕方がない。ダ

イェットダイエット。

続いて南さんと鳥越さんが登塊 昨秋月見の

宴に参加しているトリさんは、登り回の階段に

も、広々したオ握月りにも感激したそう。そう、

やればできるんよ。

トリさんは午後β時頃に椿りllさ んから掛かっ

てきた電話で、開店ギリギリのスタンドヘ走り、

どうにかチェーンソー用の混合ガソリンを購入

できたとのこと。坂尻さんによれば、チェーン

の過熱止めにもう一種オイノL功 いヾるのだが ‐で

も、日村さん一人で危ないものを使われても一

何か日興味な笑みを浮かべて黙ってしまった。

彼がもう一つ「下界」から運んできてくれた

の力ヽ 昨日の夕刊で、1ヽ屋作業のことが意外に

大きく出ていた。取材の経緯は栂さんから聞い

ていた (林さんから紹介された論 ヽ栂さん

の所へ取材に来、写真も借用していったこと)。

記事になっているの力ヽ 嬉しいような、しかし

見にもきていない人が去年の写真で、でかでか

の記事にしているなんて一いやはや。

昼食後はベンチ作り。木を切り倒し、皮をは

ぎ、切り込みをいれて脚部と組む込ませる。上

馬さんが

「こういった小屋作業を自分達の代だけがやる

のではなく、若手OBにも伝えていかなくては」

と言い、私も同感だった力ヽ 強制できないもの

をどうしたら?

一
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登山道は行政にま甲しつけているだけで4測齢寺

できない。その道を「愛する」人達力ヽ 継続し

て補修していくことが大事なのだ。私は百名山

を走り回るような人達にも言いたいのだ。そん

なに山力0子きだったら、どこか一本の道でいい

から整備してみませんか?それが山を愛するこ

とでしょう?

作業具を清め、鋳止めを吹きつけ、床を雑市

掛けして出立。降りた途繋k岩魚釣りにきてい

た12期大出さんに会う。そして引き返してきた

田村さんにも。あの話好きな田村先輩、一メ、で

大丈夫かしら?

楽しかった小屋作業は終わった。事務局長と

しては、早くも「次は?」 「どうしたら?」 が

湖面のゆらめきと重なるのだった。

「
」Ц/J可睡彗曜彗耀碧」 乗性質藝

10期 島林 仁司

BH周辺を訪ねたのは、

“

暉ぶりだったでし

ょう力、 天候にも恵まれ、御蔭様で楽しい一時

を過ごすことができました。BHイ子きのキッカ

ケとなったあの詩 。そしてOB会をここまで

もってこられた皆さんの情熱と努力に深く感動

致しました。筆不精の私が一言感謝の気持ちを

お伝えしようと思っているうちに先を越されま

したれ  備請罰生 ;感想の源爾範蝠彗があらたこ

と)

写真と分県ガイド、有り難うございます。写

真を見ながら読んでいるとわくわくしてきます。

膝が回復すれば、近畿外の山へもボチボチと考

えていました力ヽ これで第一候補になりそうで

す。

「無心」となれιま 時として意外な結果を得

る。今回のイヮナ釣りもその一例でした。アマ

ゴなら天然ものを合めて釣ったことはあったん

です力ヽ イヮナは全く初めて一。それに水面を

見た時、こんな所にニジマスがおるんかいな一

?それにしてはきゃしゃだなあと思ったほどの

奴。足下まで釣り上げた時、糸がプッツンー。

魚に夢中で竿は身代わりとなって水の中
～

肖え

ました。

その魚は皆さんの前でヒレ酒となって歓迎し

てくれました。身を呈したイヮナに感謝して頂

いたことは言うまでもなく、不必要な殺生をし

なくてもすんだ事に思いを寄せて一。もちろん

ホタルイカ、花ワサビの醤油漬け、山菜の天躯

羅等々。とても山奥の酒場とは思えないくらい

豊かな酒の肴があってのことでした。本当に濃

やかな心IIEい につつまれた「山小屋酒場」でし

た。

ふと思ったこと

わずかな期間に生命を育み、

のべてみたくなるようなカタク

思わず手をさし

りの札 御一緒

した上5さ んに道々、山菜

など草花を教えてもらった

中に、そんなカタクリの花

がありました。

以前倉谷の集落が残って

いた頃は沢山あった力ヽ そ

れも樹木が茂れt力肖滅する

との事。学生時代に全く記

憶がないので一当時を思うと残念です。BH周

辺でやっと4株見つけたのに、それも葉を 1-

2枚残して大盤羅の材料にしてしましヽこ酒こです。

そんな訳で、BHの前でカタクリを育てて:ま

どうか 1と。もちろん自然保護上問題がなけれ

ばです。L馬さんからカタクリの繁殖について
一∞一



は聞いてなかったのです力ヽ もし秋に球根を植

える必要があるのなら、早速今秋にでも田村さ

んを訪ねる時に予定します。この時が現役の小

屋作業と一致すればいいのです力ヽ 現在のとこ

ろ、未定です。

それでは「愁oと 」ヽの碑を心のよりどころとし

て、又の日を一。

お 熱 0ヽこ 応 え て

自然の中に溶け込み太陽のもとで息する

まるで田村さんのような姿を描いて

大阪の地で人混みの中で

うめき、ため息、ねたみ、うらみ、そしりを遠ざける日々――

4fF~Jを求め、何の為なのかもわからず

毎日を息する。

自らの息を感ずる時、

ふと我力弩 をふりかえる

遠くの宏、古きメ、 未知の限 、

1996.  5. 26

酒 を 飲 む コ ン デ

シ ョ ン 作 り

11オ ン
「

J7

16期 山上 正彦

山小屋に入る楽しみの一つは、夜半まで酒を

飲みながらよもやま話をすることなのだが‐‐‐。

人山する前の日は睡眠時間が 3時間という強行

軍ヽおまけに高二郎のピークまで偵察にイ予って

来たため、疲労困態、フライングして酒を飲み

始め、いつのまにか高新。目が醒めたらもう11

時近くで、皆寝翅亀 」V■―Aロカシヾ ッチリで

はしょうがないので、再び酒を流し込んで、シ

ュラーフにもぐった。

次回こそ十分な睡眠をとって、仕事量も程々

にして、良好なコンディションで酒を飲むぞ。

つまみも牛スジカヾ可力寸乍って持って行こうかな。

変なものを食べておなかを壊しても、轟

小生が診てしんぜよう。ただし15歳以下に限る。

砺緒整足―上記雌 神年齢を合むと拡大解釈

をしましょう。)

*          13期 吉田 穂積

BHにたどりついてまず漱 昼食時にまた

一な ガ嗜邑イ諜 を終えてはまた一杯一と、たっ

ぷりのイ本憩 (私だけかもしれないが ‐‐)を とり

ながらも、一応BHへの登リロの整備を終える

ことができた。

夕食は舟田さんの手によるタラの芽の天墜羅

はじめ色々な山菜料思 はたまた島林さん即席

手製の釣竿による岩魚の骨酒など、今まで経験

した事のない「味わい深い」山」ヽ屋作業であり

ました。皆さんに感謝します。
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「20年ぶ りの山小屋日記」       ‐

16期  中野 淳一

山靴 も、ニッカボッカも、ザ ックもどこかへいって しまったけれ どシュラフだけ|ま宝物

のように大事に保管 してあった。今、そのシュラフの中で約 20年ぶ りのベルクハイムの

夜を迎えようとしているっ周 りの寝息を聞きながらシュラフの中にうずまっていると懐か

しい想い出が次々に蘇ってくる。雨で何 日も沈殿 させ られた夏合宿の聖平、その沈殿明
'すの朝に峠から息を呑んで眺めた富士山、寒 くてガタガタ震えて夜中に何度も目を覚ました

春のシゲジ、そして何時も馬鹿でかっこ悪 くて気のいい仲間達。 もっと昔のみんなに会い

た くて、音の馬鹿な自分に戻 りたくて、ずず―っと深 く潜 り込むタイムマシーンの中。

突然の清水からの電話に条件反射的に 「俺 も行 く」 と答えて しまい、週末は山小屋作業

に参加することになってしまった。だいぶ前に案内文書が来ていたのを思い出した。 どう

しようかと迷つているうちに返事をだすのを忘れていたっその うちにすっか り記憶から消

えていた今回の催 しへの参加が電話一本で決まって しま うのだか ら相変わらず単純な男だ′,

さあ、それからが大変だった。卒業以来、山か ら遠 ざかつているため山道具が何も無いぅ

靴はどうしよう、ズボンは、ザックは。 シュラフだけは愛妻 (?)がクリーニングに出 し

て大事に押 し入れに仕舞っておいてくれてサンキュウ。靴は通勤用に買った 980円 のテ

ニスシューィ、服は会社の作業着、ザ ック代わ りはディスカウン トで 1‐986円 で買つた

アル ミの背負子という不格好な姿で出かけることになって しまった。それにして も前の 日

の夜、興奮 してなかなか寝付けなかったのは私だけだろ う力、

「こんにちはJと挨拶 したけれ ど何かおか しい。遅れて出発 した清水と私は休憩中の先

発隊に追いついた…と思った。でも知 らない人達のような気がする。向こうも何か不思議

そ うな顔を している。一瞬、焦ったがその中にようや く北川の顔を見つけて一安心。 20
年の歳月は恐ろしい。美男も美女もこんなに変わ り果てた姿になろうとは。

昼食後、夜の酒代かせぎの二仕事。ナタと鋸を腰にぶら提げて旧道整備へいざ出陣。急

勾配に喘ぎながらもナタを振り回し、鋸を引きまくりの縦横無尽の大仕事、久し振りに良

い汗をかいた。800m付 近からはまだ雪が残つていて作業ができず今日の仕事はここま

で。天然冷蔵庫で冷やした極楽ビールの味は格別だつた
`

山の朝の空気はやっぱり美味い。夜来の雨も上がり天気は回復の兆し。 「よし、行って

くるか」とスコップを肩に、ロール紙を手に持って久 しぶ りの雉撃ちに出かけた。倉谷川

の流れを前に、前方の山を眺め、朝日を浴びながらの雉撃ちは一発大猟だった。

ダムからの高二郎を何度も振 り返つて眺める。今回は残念ながらそめ憤には立てなかつ

たけど、無事なおまえの姿を見て安心 した。秋には必ずまた来るからその時まで達者でなっ

俺 もがんばるよ。
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*     B期 南 格子

25-6年ぶりのBH.懐かしさと不安の入り

混じった複燃 気持ちで●7」鐵 に申し込み

ました。もう随分と歩く生活から遠ざかってお

り、道も相締 ていると聞いてぃたので、キ
くのはダムからではあっても、やはり不安で,レ

れ
案の定t―Arはとても行けない所を、人間

複数になれ肩電強 もヽので、同行して下さった

鳥越氏のおかげてたどりつけ
～
ようなもっです。

手とり足とり導いて下さらたから|そです。

11」lごlittti■ :し、ょぃ

天気に意まれ、ダム湖か剤詣k若葉の本々を

抱いた山々い と同じで、日を楽しませ

てくれました

BHの登リロの階段には驚きました。T漱
い歩幅高さて上り易く、前日のご苦労を感じな

がら、

…

じめ上りました

今回は日帰り参加に、BHにいたのはほんの

3時間足らずでしたがヽ何よりよかったのよ

ヮンゲル仲間の雰囲気に浸れたこと‐‐Ъ初対面

のOBの方とも、もう何年も前からの知り合い

であるような、ワンゲ¨ 空気に触れられ

たことでしょうフ帆

しばし現実
…

ら触 タイムスリツプ

したような時間を過ごし、タイトルの傾称どお

り「 リフレッシュ」させていただきました。お

世話下さった役員は ありがとうございま

した。

*      1棚 剖 こ』鶏

わずか2-り であ年前にタイムスリップ

できる場所ヽそれが詢朔駐由eimである。204

年ぶりに訪れた昨秋とは異なり、今回はダムサ

イトから3ergheimま Fの道のりは昔のように軽
やかであった。

昨年は例年以上の積日であったため、修復し

た 中 の状態孵気麟かりであった八

無事であり、ひと安心した。

好天に意まな 小屋催霧―
それ以上に

書労して荷揚げした差し入れのビールは最高の

味であった 鮮掛 起闘鼠 労働の汗、採れた

てのILA冷えたピール。まきに「n7蝿動醐謝

の最高条件であった。

秋には「カサカサ」と落葉を踏みじめて歩く

ことができることを楽しみにして、また参加さ

せて頂きます。それに秋の味覚と「お酒」を期

待して‐‐Ъ

そして数年後には、昔のように「かまど」で

飯を炊き、 曜勁可日 引囲んで語り明かすこと

ができることを夢見て‐lЪ

気長にのんびりとやりましょう。
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劫 口 し て

翻 譴 鵬

2日 目だけの参加に、途中で水上谷の増水等
もあり、BH到曜い祀1:00項となったため、ほ

とんど作業らしきものもせチ ー今回の記事が載
っている新聞と田村さんがお慎いになる予定の

チェーンソーの混合ガソリンを持っていっただ

けでしたので、感想といっても「 ウーン」とい

つたところなのです汎

ただ、逆に言うと、今回の私のような参加の

仕方でもどうぞどぅぞと認めてくれる、ほのぼ
のとした難 の中で気長に続けていけたらい

いんじゃないか―「というのが(率直な感想かも
しれません。

こういうことを書くと、上の方の方々からは

大変なわ叱りを受けると重いますがヽ少なくと

も私達(盤動 ぐらいから下のOBにしてみれ
ば、BHとぃぅのは既た出来上がっていた存在
であり、先輩方が全て1から作ったのだよと教
えられても、自分達のという愛情みたいなもの

に今―つ欠けてしまうという面は心のどこかに

あるような気がします。

ですから若手 (?)oBの一個人的な希望と

しては「BH錮          」を大

上段の日標ではなく、oB会の活動の輪を広げ
る一手段として位置付けていただけたらなぁと

勝手ながら思います。

私自身としては楽しい集まりでしたし、今後
とも都合がつく限り参加したいので、よろしく
お願いします。

κ口竹円/■
Efi8q(1996+) 4tr3E (水曜日) (2)

■

昨
番
、
仲
間
と
高
三
郎
山
へ
登
る

た
め
、
犀
川
上
流
の
旧
倉
谷
に
あ
る

山
小
屋
に
泊
ま
っ
た
。
夕
食
に
付
近

で
採
っ
た
カ
タ
ハ
や
ウ
ｒ
と
い
っ
た

な
じ
み
の
山
菜
に
加
え
、
ウ
パ
ユ
リ

の
茎
も
ス
ラ
イ
ス
し
て
出
し
た
。
実

は
自
分
自
身
、
初
め
て
だ
っ
た
の
だ

が
、
恐
る
恐
る
日
に
運
ん
で
い
た
皆

の
評
判
も
上
々
。
サ
ク
サ
ク
し
て
ク

セ
も
な
く
、
即
席
の
漬
物
や
サ
ラ
ダ

に
び
っ
た
り
の
食
感
で
あ
っ
た
。

山
菜
と
い
え
ば
、
ゼ
ン
マ
イ
や
ワ

ラ
ビ
、
ウ
ド
な
ど
が
す
ぐ
に
思
い
浮

か
ぶ
が
、
食
べ
ら
れ
る
野
車
は
ほ
か

に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
コ
シ

ャ
タ
や
ハ
ナ
イ
カ
ダ
、
ゴ
マ
ナ
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
は
雑
草
と
し
て
嫌
わ

れ
る
ア
カ
ザ
や
ス
ペ
リ
ヒ
エ
、
カ
ラ

ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
な
ど
な
ど
。
食
料
難

の
時
代
に
は
よ
く
食
べ
ら
れ
た
と
い

う
な
費

ご
存
じ
の
右
０
多
い
は
ず

だ
。
近
ご
ろ
は
人
気
の
あ
る
山
菜
は

乱
獲
気
味
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ

れ
ら
の
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
食
用
野

車
に
も
親
し
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

た
も
の
だ
。
た
と
え
有
名
な
山
菜
で

も
希
少
な
も
の
は
省
い
た
か
わ
り

に
、身
近
な
野
草
を
多
く
取
り
上
げ
、

全
部
で
百
種
以
上
を
紹
介
し
て
い

る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
山
菜

を
正
し
く
識
別
し
、
創
意
と
工
大
で

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と

も

一
興
で
あ
る
つ
。

も
ち
ろ
ん
ヽ
植
物
の

生
育
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
こ
と
に
変
わ
り
は

概

　

期

糠

（す
か
ん
ぼ
の
会

・
県
環
境
政

策
課
専
門
員
）

数
年
前
に
地
元
の
出
版
社
か
ら
出

し
た

「山
菜

・
木
の
実
ガ
イ
ド
ブ
ッ

之

も
、
そ
つ
い
っ
た
警
早
作

っ

な
い
が
、
人
間
の
食
物
の
ほ
と
ん
ど

が
他
の
生
物
の
命
を
奪
２ヽ
〓
絆
もし

に
は
得
り
れ
な
い
こ
と
豊
事
実
房

る
「
春
を
行
っ
て
懸
命
に
伸
び
よ
う

と
す
る
看
芽
を
折
り
採
る
と
き
に
感

一ず
る
小
さ
な
心
の
痛
み
と
い
つ
た
よ

う
な
感
性
を
、
今
、

一と
て
も
大
切
に

尽
■
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）
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